




















活動の時間に担任が JTL (Japanese Teacher of Language ) に伝える形で英語を用いてもう一
度話すこととした。これを計９回実践した。分析は，スモールトークを用いた授業と用い
ない授業とで対応のある t 検定を行った。項目はスモールトークが「好き」「楽しい」「面





















































３時間目に実施する外国語活動の時間における JTL との TT (Team Teaching) の際に，同じ



















ルトーク (small talk) とは，白畑らによれば，「教師が生徒にとって身近な話題や関心を持ちそうな
話題について英語で話すこと，授業開始時のウォーミング・アップとして行われことが多い。教師が
英語で話し始めることによって，日本語モードから英語モードに切り替えることを促す効果や，英語
を聞いて理解する姿勢と能力を育てる効果があると言われている」 (白畑ら, 2019, pp.274–275) と
される。 
また，スモールトークと類似した研究で，永倉 (2017) は，小学校教員を目指す学生に対しての
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5.1 スモールトークの影響の検証 (t 検定)  
表３に示したアンケート項目を用いて，対応のある t 検定を行った。結果を，表４と表
５，及び図１に示す。分析には，IBM SPSS Statistics Ver.25 を用いた。 
 
表４ 記述統計量 
 N M(スモールトークなし) SD(スモールトークなし) M(スモールトークあり) SD(スモールトークあり) 
好き 28 2.25 0.70 3.07 0.81 
楽しい 28 2.32 0.77 3.07 0.77 
面白い 28 2.46 0.79 3.07 0.77 
 
表５ t 検定の結果 
 t 値 df 95%Cl 
   LO HI 
好き -5.63*** 27 -1.12 -0.52 
楽しい -6.78*** 27 -0.98 -0.52 
面白い -4.69*** 27 -0.87 -0.34 


















日  付 スモールトークの内容 
５月８日（水） 
５月 15 日（水） 
５月 29 日（水） 
６月 19 日（水） 
６月 26 日（水） 
７月 10 日（水） 
７月 17 日（水） 
９月４日（水） 




















指 導 形 態 授業日 活動内容の差 
第一著者の単独授業 月曜６限 スモールトークなし 
第一著者 
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(3) JTL (Japanese Teacher of Language) 
 
表８ JTL に関する記述 
・相手 (JTL) の反応も見られるので，より英語を楽しく学べる。 
・JTL が来ていて発音がとてもよい。 































t 検定の結果，「好き」の項目に関しては， t(27) = -5.63, p < .001, r = .73，「楽しい」に関
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表 10 英語嫌いに関する記述 
・何を言っているか分からないし，つまらない。 
・外国語は苦手です。 
・外国語活動は好きではなく，英語の意味が分からない。 
 
英語嫌いに関しては，まだ新学習習指導要領への移行期間であるにも関わらず，教科化
を見据えた文部科学省の展開例に沿った活動内容が，難しい児童の存在が見て取れた。こ
のような児童は，スモールトークの有無に関わらず，アンケート評価の数値が低かった。
英語が好きではなかったり，苦手意識をもっていたりする中で，スモールトークを聞くこ
とは，より困難なことだったことが見て取れた。 
 
6. 考察と今後の課題 
 
t 検定及び自由記述を分析した。内発的動機づけの数値的な差異に関する結果から，スモ
ールトークは，児童の授業への内発的動機づけを高める効果があると考えられる。児童は，
第一著者と JTL とのスモールトークを好んで聞き，楽しい，面白いと感じていると考えら
れる。この実践を通して，児童がスモールトークを聞く様子に一つの発見があった。それ
は，自分たちが知っている内容を知らない JTL が，その話を聞いて喜んだり，驚いたりす
る様子を期待しながら聞いていたことである。そして，JTL 自身も関心をもってスモール
トークをしている雰囲気を出すために，大げさに驚いたり，全身で喜びを表現したりして
いた。児童が日本語で前もって知っている驚きや笑いの共有が，外国語のスモールトーク
で JTL にも共有されていたことになる。このような雰囲気づくりが相乗効果となり，スモ
ールトークが効果的な指導になったと考えられる。自由記述の分析結果からも，スモール
トークの内容理解，学習意欲，JTL に関する好感，スモールトークに関する記述を得てい
ることから，上記の内容を裏付けていると考えられる。今後は，本実践でのスモールトー
クによる内発的動機づけを高めた効果が，「話すこと」「読むこと」「書くこと」に関してど
のように影響を及ぼすのか，実践研究の余地がある。 
一方で，自由記述の「英語嫌いに関する記述」を見てみると，このような実践を行った
としても，英語学習に自信の無さや難しさを感じている児童の変容を促すことはできなか
った。参加者数が十分ではなかったにせよ，好き，楽しい，面白い，の３観点ともに平均
値が 3.07 となったのは，数値データを個人単位で見てみると，多くの児童が最大値である
４を選択している中で，数名の児童が，１や２を選択していたことを示している。つまり，
どんな手立てを講じても，英語が嫌い，苦手，面白くないと考えている児童が数名いたこ
とが分かる。よって，予め内容が分かっているスモールトークを聞く活動であっても，英
語そのものに拒否反応を示していたことになる。実際，そのような児童は，アンケートに
も自分が英語を苦手なことを素直に記述していた。今後の課題は，このような児童に対し
て，動機づけを高めていく指導や活動を模索していくことである。新学習指導要領が本格
実施された際には，教室にいる全ての児童がやる気に満ちた外国語の授業を目指したい。 
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